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関 西 大 会 兼 Ｊ Ｔ Ａ 団 体 対 抗 戦 開 催 地 ・ 彦 根 ま で の ア ク セ ス

滋 賀 県 テ コ ン ド ー 連 盟

大 会 当 日 は 、 夏 休 み ・ 盆 休 み 等 に よ り 名 神 高 速 米 原 ・ 京 都 間 の 大 渋 滞 が お こ り ま す 。

下 記 を 参 照 し 、 遅 刻 し な い よ う に 注 意 し て 下 さ い 。

一 、 Ｊ Ｒ 利 用 の 場 合
Ｊ Ｒ を 利 用 し た 往 復 が 最 も 合 理 的 で す 。 疲 労 も 許 容 範 囲 で す 。

１ ， Ｊ Ｒ 新 幹 線 利 用

１ ） Ｊ Ｒ 東 海 ま た は Ｊ Ｒ 西 日 本 の Ｅ エ ク ス プ レ ス ・ カ ー ド

上 記 カ ー ド を 申 し 込 む の が 合 理 的 で す 。

（ ） 、 、 。年 会 費 １ ０ ０ ０ 円 現 在 初 年 度 無 料 は 一 度 指 定 席 を 予 約 す れ ば 元 が と れ ま す

（ Ｅ Ｘ ー Ｉ Ｃ カ ー ド も 作 れ ば チ ケ ッ ト レ ス で 新 横 浜 ～ 米 原 間 が ２ ０ ０ 円 割 引 ）

携 帯 電 話 等 で 指 定 席 予 約 の 変 更 が 無 料 で で き る の で 乗 り 遅 れ る 心 配 が あ り ま せ ん 。

の ぞ み 指 定 料 金 も ひ か り 指 定 料 金 と 同 じ と な り ま す 。

Ｊ Ｒ の Ｈ Ｐ か ら 申 し 込 み が 可 能 で す 。

２ ） ① 東 京 方 面 か ら 米 原 へ

米 原 に 停 ま る 「 ひ か り 号 」 は １ 時 間 に １ 本 で す 。

ひ か り 号 は 米 原 が 北 陸 線 の 中 継 駅 の た め 取 れ な い 可 能 性 が あ り ま す 。

そ の 場 合 、 名 古 屋 ま で 「 の ぞ み 号 」 で 行 っ て 下 車 し 、

３ ～ １ ５ 分 後 に 来 る 「 こ だ ま 号 」 に 乗 り 換 え て 下 さ い 。 二 駅 先 が 米 原 で す 。

② 博 多 方 面 か ら 京 都 ・ 彦 根 へ

「 の ぞ み 」 で 「 京 都 」 で 下 車 し 、 琵 琶 湖 線 ・ 新 快 速 で 「 彦 根 」 に 行 く こ と が

合 理 的 で す 。

た と え ば 、 プ ラ ス で も 特 急 券 は 、 博 多 ・ 米 原 間 は ５ ５ ３ ０ 円 か か り ま す が 、EX

博 多 ・ 京 都 間 は ３ ７ １ ０ 円 と な り 、 １ ８ １ ０ 円 も 廉 価 で す 。

し か も 米 原 に は 「 の ぞ み 」 は 停 ま ら な い た め 、 大 阪 か 京 都 で 「 こ だ ま 」 に

乗 り 換 え な け れ ば な り ま せ ん が 、 待 ち 合 わ せ 時 間 が １ ５ 分 以 上 か か り ま す 。

京 都 ・ 米 原 間 は 新 幹 線 で ２ ０ 分 で す が 、 米 原 か ら 彦 根 へ の 琵 琶 湖 線 の 乗 り 継 ぎ が

う ま く い か な い と １ ５ ～ ３ ０ 分 待 た さ れ る こ と も あ り ま す 。

、 。京 都 か ら 彦 根 ま で は 新 快 速 な ら ４ ８ 分 で す の で 時 間 的 に は あ ま り 変 わ り ま せ ん

ヤ フ ー 路 線 図 等 で 最 短 の 乗 り 継 ぎ 時 間 帯 を 調 べ る こ と を お 勧 め し ま す 。

） （ ）、３ Ｊ Ｒ の 普 通 乗 車 券 が 片 道 ６ ０ ０ ｋ ｍ を 越 え る 場 合 ヤ フ ー 路 線 図 等 で ｋ ｍ を 確 認

往 復 乗 車 券 を 購 入 す る と １ 割 引 と な り ま す 。

有 効 期 間 も １ ０ 日 前 後 あ り ま す の で 、 途 中 下 車 が 可 能 と な り ま す 。

４ ） 東 京 大 田 区 の 京 急 沿 線 や 川 崎 市 南 部 に 居 住 し 、 翌 日 、 京 都 方 面 に 行 か れ る 方 は 、

新 横 浜 → 京 都 間 の 普 通 乗 車 券 購 入 が 合 理 的 で す 。

例 え ば 、 川 崎 駅 が 起 点 だ と ネ ッ ト の 路 線 案 内 に は 品 川 に 戻 り 新 幹 線 に 乗 る ル ー ト し

か 表 示 さ れ ま せ ん が 高 く つ き ま す 。

川 崎 駅 は 新 横 浜 市 内 扱 い の た め 川 崎 か ら 新 横 浜 ま で の 乗 車 券 料 が か か り ま せ ん 。

嵯 峨 嵐 山 駅 迄 は 京 都 市 内 扱 い の た め 京 都 駅 か ら 嵯 峨 嵐 山 駅 ま で の 乗 車 券 料 が か か り
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ま せ ん （ 京 都 ・ 東 京 間 を 往 復 し て い る 地 元 の 人 で も 知 ら な い 方 が 多 い ）

２ 、 Ｊ Ｒ 新 幹 線 往 復 ＋ ホ テ ル 付 き ツ ア ー

京 都 ま で の 往 復 新 幹 線 料 金 と ホ テ ル 宿 泊 が セ ッ ト さ れ た ツ ア ー が あ り ま す 。

ネ ッ ト で 検 索 し て 下 さ い （ 例 え ば 、 Ｊ Ｒ 東 海 ツ ア ー ズ 等 。）

大 会 前 日 の 土 曜 日 の 宿 泊 と １ 名 シ ン グ ル は 割 高 で す 。

大 会 当 日 の 日 曜 日 か ら ２ 名 以 上 の １ 泊 ２ 日 の ツ ア ー が 割 安 と な り ま す 。

東 京 か ら 向 か う 場 合 、 ６ 時 か ら ７ 時 台 の 新 幹 線 の ひ か り を 予 約 し て く だ さ い 。

か な ら ず 米 原 で 下 車 で き る か を 確 認 し て 下 さ い 。

岡 山 以 西 の 場 合 、 ホ テ ル を 京 都 市 内 と し 、 普 通 電 車 で 彦 根 ま で 来 て 下 さ い 。

約 １ 時 間 で す 。

３ ， 青 春 １ ８ 切 符 （ 円 ） 利 用11850

若 者 は お 金 は あ り ま せ ん が 、 体 力 と 時 間 が あ り ま す 。

小 旅 行 を 楽 し む こ と を お 勧 め し ま す 。

５ 回 使 用 で き ま す の で （ ５ 名 で 使 用 す る こ と も 可 能 、）

５ 名 で 共 同 購 入 し 、 移 動 す れ ば 往 復 ま た は 片 道 ２ ３ ７ ０ 円 と な り ま す 。

① 東 京 か ら 彦 根 ま で は 、 東 海 道 沿 線 が （ 静 岡 を 除 き ） 快 速 が 発 達 し て い る た め

約 ７ 時 間 程 で 到 着 し ま す 。 と く に 豊 橋 か ら 大 垣 ・ 米 原 間 は 、

Ｊ Ｒ が 名 鉄 と 競 い 合 っ て い る た め 快 速 が 多 く 、 快 適 に 移 動 で き ま す 。

② 岡 山 か ら 彦 根 ま で も 、 Ｊ Ｒ 西 日 本 が 阪 急 阪 神 や 近 鉄 等 と 競 い 合 っ て い る た め

快 速 が 多 く 、 快 適 に 移 動 で き ま す 。

時 間 も 約 ４ 時 間 し か か か り ま せ ん

（ 、 ）。例 え ば 岡 山 発 ７ 時 ７ 分 山 陽 本 線 に 乗 車 す る と 彦 根 に は １ １ 時 １ ３ 分 に 到 着 し ま す

若 者 、 と く に 大 学 生 は 、 仲 間 と 小 旅 行 を か ね て 移 動 す る こ と を お 勧 め し ま す 。

と く に 彦 根 か １ 時 間 の 京 都 に は 簡 易 宿 泊 施 設 （ １ 泊 ご ろ 寝 で １ ５ ０ ０ 円 等 ） が 多 く

あ り ま す 。 青 春 時 代 の 思 い 出 作 り に も 最 適 で す 。

二 、 車 の 場 合
盆 休 み は 、 京 都 ・ 米 原 間 の 名 神 高 速 道 路 は 大 渋 滞 し ま す 。

Ｓ Ａ の 養 老 や 多 賀 等 も 入 れ な い 可 能 性 が あ り ま す 。

早 朝 ６ 時 頃 か ら 渋 滞 が 始 ま り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。

１ 、 東 京 ・ 名 古 屋 方 面 か ら 彦 根 へ

東 名 高 速 道 路 か ら 名 神 高 速 道 路 に 入 り 岐 阜 に 到 着 し 、 大 渋 滞 の 場 合 は 、

「 関 ヶ 原 」 で 降 り 、 Ｒ ２ １ で 米 原 ・ 彦 根 に 移 動 す る こ と を お 勧 め し ま す 。

関 ヶ 原 高 速 出 口 か ら 左 へ 、 十 字 路 の 交 差 点 を 左 折 し 直 進 す れ ば 米 原 で す 。

Ｒ ２ １ は 名 神 高 速 と 並 行 し て い る 国 道 で す 。

通 常 だ と ３ ０ 分 で 米 原 に 着 き 、 彦 根 市 民 体 育 セ ン タ ー 迄 は ３ ７ 分 で 到 着 し ま す 。

仮 に 混 雑 し て も 駐 車 場 付 き の 店 が 多 い た め 食 事 や ト イ レ 休 憩 が 可 能 で す 。

大 渋 滞 で 動 け な く な る よ り は 遙 か に 合 理 的 で す 。
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な お 「 大 垣 」 で も 降 り る こ と が 可 能 で す が 、 ナ ビ が な い と Ｒ ２ １ に 辿 り 着 く の、

が 難 儀 で す 。

２ 、 岡 山 ・ 兵 庫 ・ 高 知 方 面 か ら 彦 根 へ

京 都 に 到 着 し 、 大 渋 滞 の 場 合 は 、

「 京 都 東 」 で 降 り 、 湖 西 道 路 （ 元 有 料 高 速 道 路 。 現 在 は 無 料 ） か ら 北 上 し 、

「 真 野 」 で 降 り 右 折 し て 直 進 し て く だ さ い 。

（ 湖 西 道 路 が 混 雑 し て い れ ば 並 行 し て い る Ｒ １ ６ １ で 琵 琶 湖 大 橋 へ 向 か っ て 下 さ い ）

琵 琶 湖 大 橋 （ 有 料 ２ ０ ０ 円 ） を 渡 り 、 左 折 し て

湖 岸 道 路 （ 別 名 さ ざ な み 街 道 ） で 北 上 し 、 彦 根 に 移 動 す る こ と を お 勧 め し ま す 。

信 号 が 少 な く 、 名 神 高 速 か ら 離 れ て い る た め 渋 滞 が 少 な い 道 路 で す 。

琵 琶 湖 大 橋 か ら 彦 根 市 民 体 育 セ ン タ ー ま で は ５ ０ 分 程 度 で す 。

湖 岸 道 路 は 琵 琶 湖 の 景 観 が 良 い の も 特 徴 で す 。

ま た 安 土 城 址 や 近 江 八 幡 城 址 も 通 り 道 で す の で 観 光 に も 最 適 で す 。

仮 に 、 湖 岸 道 路 が 混 雑 し て い て も 、 Ｒ ８ の 方 が 渋 滞 し て い る 可 能 性 が 高 い の で

そ の ま ま 湖 岸 道 路 で 北 上 し た 方 が 無 難 だ と 思 わ れ ま す 。

コ ン ビ ニ は か な り あ り ま す の で 、 軽 食 や ト イ レ 休 憩 が 可 能 で す 。


